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現在までの年月の中で・・・ 

・市民の支援が大きな成果に結びついた（4ページ以降） 

・市民と行政が協働する工夫もしてきた（5ページ） 

・法律の整備が進んできた（2ページ） 

・魚沼市の行財政改革と、経費節減の必要性が出てきた（3・6ページ） 

・専門スタッフ（＝安全性）確保が困難となってきた（6ページ） 

魚沼市小出郷文化会館 管理業務民間委託 基本計画（案）の概要 

 

魚沼市小出郷文化会館 平成 8年オープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化会館管理業務民間委託 基本計画（案）（12 ページ） 

（１) 使命の明確化 

 文化会館は、専門的な舞台・音響・照明設備がある施設 

→舞台芸術で、市民の生きる喜びの創造につなげたい 

（２）目標の明確化 

① 子供達の感性を磨く場となりたい。 

② 地域文化の中核施設。人と人とをつなぐ場となりたい。 

③ 文化・芸術の振興を通して、地域の発展を目指したい。 

（３）理想とする運営モデル 「文化芸術振興モデル」 

（４）運営方針 

①市民の主体性を生かしたホール運営を行なう。 

②安全確保のため、舞台・音響・照明技術の専門性を持った職

員を確保する。 

③優れた企画制作のため、企画制作の専門性を持った職員を確

保する。 

④地域文化を維持・発展する役割を果たしていく。 

⑤親しみやすく利用しやすい、開かれたホール運営を行う。 

（５）運営組織形態 

指定管理者制度㊟１を導入して、「サービスの向上」と「経費の

節減」を両立する。運営主体としては、市民が主体となった財団

法人㊟2が設立されることが望ましい。 

さまざまな検討の結果 


